
三
．
我
が
国
に
お
い
て
千
葉
に
並
ぶ
当
該
問
題
の
先
駆
者
と
し
て
、
小
林
直（
1 
）

樹
が
い
る
。
小
林
自
身
は
、
法
哲
学
研
究
に
入
っ
た
早
い

時
期
か
ら
「
時
間
と
空
間
」
の
問
題
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
が
、
当
時
は
研
究
未
熟
ゆ
え
に
将
来
を
期
す
ほ
か
無
く
、
二
十
五
年
を
経

て
漸
く
こ
の
テ
ー
マ
に
取
り
か
か
る
こ
と
に
な
っ
た
と
云（
2 
）

う
。
そ
れ
ゆ
え
に
ほ
ぼ
時
期
が
重
な
る
千
葉
の
研
究
に
も
言
及
し
て
い
る
。

た
だ
し
そ
れ
は
、
千
葉
の
第
一
論
文
、
第
二
論
文
、
第
三
論
文
、
第
四
論
文
に
つ
い
て
の
言
及
で
あ
っ
て
、
第
五
論
文
に
つ
い
て
は
未

公
刊
で
あ
っ
た
た
め
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
千
葉
の
先
行
研
究
に
対
す
る
小
林
に
よ
る
評
価
を
見
る
と
、「
わ
が
国
で
紹
介
に
値
す
る
、
恐
ら
く
唯
一
の
法
時
間
論
は
、

千
葉
正
士
の
『
法
と
時
間
』
…
…
（
中
略
）
…
…
に
関
す
る
一
連
の
作
業
で
あ（
3 
）
る
。」
と
し
、「
以
上
の
千
葉
の
四
部
作
［
第
一
論
文
～

第
四
論
文
］
は
、
前
述
の
と
お
り
日
本
の
法
学
者
の
時
間
論
と
し
て
は
先
駆
的
な
業
績
で
あ
る
が
、
右
の
課
題
［
人
間
的
時
間
制
の
確

立
］
の
遂
行
に
は
、
や
は
り
人
間
学
的
視
座
か
ら
の
再
構
成
が
望
ま
れ
る
で
あ
ろ（
4 
）
う
。」
と
述
べ
て
い
る
。

　

さ
て
、
時
間
と
法
に
関
す
る
小
林
の
研
究
は
、
様
々
な
段
階
で
、
様
々
な
紀
要
等
に
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
、「
法
の
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人
間
学
的
考
察
（
Ⅳ
）」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
第
五
章
「
法
文
明
論
の
諸
問
題
」
の
「
21　

法
の
時
間
論
―
人
間
的
時
間
と（
5 
）
法
」
が
現

段
階
で
の
中
心
を
占
め
る
と
い
え
よ
う
。
今
回
は
、
同
論
文
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
に
す
る
。

　

当
該
論
文
は
、「
人
間
は
、
時
空
の
中
に
生
ま
れ
・
育
ち
・
働
ら
き
・
遊
び
・
死
ぬ
る
存
在
で
あ
る
。
そ
の
人
間
の
所
産
で
あ
る
法

も
ま
た
、
一
定
の
時
空
の
中

4

4

4

4

4

4

4

で
作
ら
れ
・
用
い
ら
れ
・
更
に
変
り
も
し
移
ろ
い
も
す
る
規
範
で
あ（
6 
）
る
。」
と
い
い
、
法
は
人
間
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
つ
つ
、
時
間
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
問
い
か
け
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
一
言
で
表
せ

ば
、「
時
間
と
は
一
体
何
な
の
か
」
と
い
う
こ
と
に
な（
7 
）
る
。
し
か
し
当
該
問
題
を
論
ず
る
の
は
他
日
に
期
す
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
問

題
を
も
う
少
し
し
ぼ
る
と
言
う
。
そ
こ
で
小
林
は
、
当
該
論
文
を
二
分
し
、
前
半
を
（
Ⅰ
）「
時
間
の
一
般
的
問
題
・
序
説
」
―
（
Ａ
）

時
間
と
は
何
か
、（
Ｂ
）
若
干
の
基
本
問
題
へ
の
私
見
、（
Ｃ
）
時
間
の
三
成
層
―
、
後
半
を
（
Ⅱ
）「
人
間
（
学
）
的
時
間
と
法
関

係
」
―
（
イ
）
人
間
的
時
間
の
諸
相
・
瞥べ
っ

見け
ん

、（
ロ
）
法
に
お
け
る
時
間
―
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
順
序
に
従
っ

て
小
林
の
見
解
を
纏
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
（
一
）
ま
ず
前
半
部
分
の
中
の
「
時
間
と
は
何
か
」
と
い
う
根
本
問
題
を
解
く
に
あ
た
っ
て
先
行
研
究
者
の
見
解
を
鳥
瞰
し
て
い

る
。
最
初
の
重
要
な
手
掛
か
り
を
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
求
め
て
い
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
等
し
く
相
反
す
る
二
つ
の
見
解
―
時
間

が
過
去
と
未
来
の
合
成
で
あ
る
と
す
る
な
ら
実
在
性
を
有
し
て
い
る
の
か
、
並
び
に
、
過
去
と
未
来
を
区
分
す
る
「
今
」
に
同
一
性
を

見
出
す
の
は
不
可
能
で
あ
る
―
を
検
討
し
た
上
で
、
時
間
と
は
「
前
と
後
に
関
し
て
の
運
動
の
数
で
あ（
8 
）
る
。」
と
い
う
。
小
林
は
、
こ

の
基
本
的
見
解
を
素
朴
で
単
純
と
評
し
な
が
ら
も
、
基
本
的
な
点
で
後
世
に
受
け
継
が
れ
た
と
い
う
。
例
え
ば
、
ズ
ワ
ル
ト

（P.J.Zw
art

）
の
示
し
た
、「
㋑
時
間
は
現
象
間
の
一
般
化
し
た
前
―
後
の
関
係
で
あ
る
。
㋺
時
間
の
方
向
は
現
象
の
継
起
の
順
序
で
あ

る
。」
と
い
う
定
義
に
現
れ
て
お
り
、
今
日
の
自
然
科
学
分
野
に
お
け
る
時
間
の
捉
え
方
と
重
複
し
て
い
る
と
い（
9 
）
う
。
小
林
は
、
こ
の

ズ
ワ
ル
ト
の
定
義
（
見
解
）
に
も
疑
問
が
な
い
で
は
な
い
が
、
さ
し
あ
た
り
の
出
発
点
と
し
て
採
用
す
る
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
小
林

時間と法に関する研究序説（三）〔齋藤　洋〕

2



自
身
の
定
義
と
し
て
は
、
時
間
を
「
事
象
の
経
過
・
順
序
を
測
り
捉
え
る
媒
介
尺（
10 
）
度
」
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
小
林
自
身
も
、
科
学

用
語
と
は
別
に
日
常
生
活
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
な
多
義
的
で
あ
る
が
、
人
間
の
生
活
に
と
っ
て
は
充
分
に
有
意
義
な
時
間
概
念
が
あ
る

こ
と
も
、
明
確
に
認
め
る
必
要
が
あ
る
と
い（
11 
）
う
。
筆
者
の
視
点
か
ら
は
、
千
葉
の
研
究
は
、
ま
さ
に
日
常
生
活
で
用
い
ら
れ
て
い
る
概

念
を
中
心
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
部
分
は
小
林
が
千
葉
の
研
究
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の

と
も
推
測
で
き
よ
う
。

　
（
二
）
次
に
、「
若
干
の
基
本
問
題
へ
の
私
見
」
と
し
て
、
第
一
、
時
間
は
無
始
無
終
か
、
第
二
、「
時
間
の
矢
」
は
果
た
し
て
・
又

な
ぜ
一
方
向
に
進
む
の
か
、
第
三
、「
今
」
＝
現
在
と
は
何
か
、
と
い
う
問
題
に
対
す
る
見
解
を
簡
潔
に
述
べ
て
い
る
。
第
一
の
基
本

問
題
に
対
し
て
、
始
ま
り
と
終
わ
り
が
在
ろ
う
と
無
か
ろ
う
と
、
ど
の
み
ち
「
桁
違
い
に
長
大
な
宇
宙
的
時
間
は
、
人
間
の
生
活
に

と
っ
て
は
比
較
を
絶
し
た
“
想
像
界
”
の
出
来
ご
と
、
そ
の
“
有
限
無
限
”
は
ど
ち
ら
で
も
い
い
（
つ
ま
り
現
実
的
意
味
は
な
い
）
と
一

般
に
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な（
12 
）
い
。」
と
い
い
、
人
知
の
未
だ
及
ば
な
い
問
題
で
あ
る
と
云
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
第
二
の
問
題
に

対
し
て
は
、
理
論
的
あ
る
い
は
観
念
的
に
は
時
間
の
遡
及
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、「
事
象
が
不
可
逆
で
あ
る
こ
と
、
し
た

が
っ
て
時
間
の
矢
が
過
去
→
現
在
→
未
来
と
い
う
一
方
向
に
進
む
こ
と
は
、
こ
の
世
界
で
は
決
定
的
な
所
与
と
し
て
受
け
取
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ（
13 
）
う
。」
と
い
う
。
第
三
の
問
題
に
関
し
て
、
各
人
に
と
っ
て
は
、
過
去
は
既
に
存
在
せ
ず
、
未
来
は
未
だ
に
存
在
し

な
い
の
で
あ
る
以
上
、
論
理
的
に
存
在
す
る
の
は
「
今
」
だ
け
で
あ
り
、
理
屈
の
上
で
は
ゼ
ロ
に
無
限
に
近
い
瞬
間
で
あ
る
が
、
人
間

の
日
常
生
活
の
感
覚
か
ら
見
れ
ば
前
後
に
幅
を
持
つ
時
間
で
あ
り
、「
持
続
的
な
も
の
」
で
あ
る
の
は
当
然
で
あ（
14 
）
る
と
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
時
間
に
関
す
る
基
本
問
題
に
対
し
て
は
、
様
々
な
見
解
や
理
論
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
最
終
的
に

は
或
い
は
現
段
階
に
お
い
て
は
、
人
間
の
一
般
的
な
日
常
生
活
上
の
感
覚
に
基
づ
く
き
わ
め
て
常
識
的
な
私
見
を
示
し
て
い
る
と
い
え

よ
う
。
し
か
し
時
間
と
法
と
の
関
係
を
考
察
す
る
場
合
に
は
、
時
間
に
関
す
る
自
然
科
学
的
な
―
観
念
的
な
あ
る
い
は
理
論
的
な
―
も
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の
よ
り
も
、
法
自
体
が
人
間
の
所
産
で
あ
り
、
人
間
生
活
と
結
び
つ
い
て
い
る
存
在
で
あ
る
こ
と
の
条
件
を
加
味
す
る
な
ら
ば
、
先
の

常
識
的
な
私
見
に
落
ち
着
く
こ
と
に
は
高
い
蓋
然
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
（
三
）
前
半
の
最
後
に
、「
時
間
の
三
成
層
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
小
林
は
、
コ
ス
ミ
ッ
ク
は
進
化
の
過
程
を
「
物
質
―
生
命
―

（
人
間
）
精
神
」、
と
い
う
三
段
階
に
分（
15 
）
け
、
時
間
も
当
該
三
段
階
に
相
応
す
る
と
い
う
。
つ
ま
り 

（
ａ
） 

物
理
（
学
）
的
時
間
、（
ｂ
） 

生
物
（
学
）
的
時
間
、（
ｃ
） 

人
間
（
学
）
的
時
間
、
で
あ
る
と
い
う
。

　
（
ａ
） 

物
理
（
学
）
的
時
間
と
は
、「
ビ
ッ
ク
・
バ
ン
に
始
ま
る
空
間
と
物
質
の
発
展
と
そ
の
経
過
を
示
す
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
」
と
一
応

の
定
義
を
し
て
い
る
。
理
論
上
は
時
間
も
可
逆
的
で
あ
る
が
、
現
実
の
宇
宙
で
の
「
時
間
の
矢
」
は
過
去
か
ら
未
来
に
向
か
っ
て
一
方

向
に
進
ん
で
い
る
、
と
繰
り
返
し
て
い（
16 
）
る
。

　
（
ｂ
） 

生
物
（
学
）
的
時
間
と
は
、「
太
陽
系
の
中
で
特
別
な
条
件
下
に
あ
る
地
球
環
境
に
適
応
し
、
一
定
の
リ
ズ
ム
を
も
っ
て
生
活

す
る
内
的
・
自
律
的
な
周
期
性
」
で
あ
り
、
地
球
上
の
生
物
は
十
二
時
間
ご
と
の
明
暗
の
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
い
わ
ゆ
る
概
日
リ
ズ
ム

（circadian rhythm

・
サ
ー
カ
デ
ィ
ア
ン
＝
リ
ズ
ム
・
約
二
十
四
時
間
周
期
）
を
も
っ
て
い
る
。
ま
た
当
該
リ
ズ
ム
だ
け
で
な
く
、
潮
汐
リ

ズ
ム
や
月
周
リ
ズ
ム
、
季
節
の
変
化
に
対
応
す
る
概
年
（circannual

）
リ
ズ
ム
な
ど
が
あ
り
、「
多
様
な
生
物
の
生
態
の
中
で
、
地
球

環
境
に
適
応
し
た
種
々
の
体
内
時
計
が
、
作
ら
れ
働
い
て
い
る
状
態
は
、
生
命
活
動
が
時
間
と
切
り
離
せ
な
い
こ
と
を
示
し
て
」
い（
17 
）
る

と
い
う
。

　
（
ｃ
） 

人
間
（
学
）
的
時
間
に
つ
い
て
、「
他
の
生
物
に
は
な
い
人
類
だ
け
の
人
間
的
時
間

4

4

4

4

4

が
あ
る
」
と
い
う
。
そ
の
理
由
の
第
一

は
、
人
間
の
肉
体
の
組
成
物
質
か
ら
見
る
と
人
間
も
天
体
の
物
質
系
と
連
続
で
あ
る
た
め
、
人
間
も
物
理
的
時
間
の
法
則
の
も
と
に
あ

る
。
第
二
は
、
太
陽
系
の
物
理
的
条
件
に
対
応
し
つ
つ
死
を
免
れ
な
い
こ
と
も
含
め
て
、
生
物
（
学
）
的
時
間
は
動
物
と
し
て
の
人
間

の
生
存
条
件
で
あ
る
。
第
三
は
、
物
理
的
・
生
物
的
時
間
を
越
え
た
独
自
の
人
間
的
時
間
を
享
有
し
て
い（
18 
）

る
。
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こ
の
よ
う
に
人
間
に
と
っ
て
の
時
間
は
、
物
理
（
学
）
的
・
生
物
（
学
）
的
・
人
間
（
学
）
的
時
間
の
三
層
を
成
し
て
い
る
こ
と
の

確
認
が
必
要
で
あ
る
と
纏
め
て
い
る
。

　
（
四
）
後
半
は
「
人
間
（
学
）
的
時
間
と
法
関
係
」
に
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
さ
ら
に
、「
人
間
的
時
間
の
諸
相
・
瞥
見
」
と

「
法
に
お
け
る
時
間
」
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
前
者
は
、
人
間
的
進
化
の
特
性
・「
歴
史
」
と
い
う
人
間
的
時
間
・
実
存
的
時
間

と
日
常
的
時
間
・「
生
き
ら
れ
る
時
間
」
の
短
さ
・
時
間
の
構
造
と
人
間
生
活
・「
人
造
」
の
時
間
的
尺
度
、
後
者
は
、
法
の
効
力
に
関

す
る
時
間
・
法
的
行
為
及
び
法
律
効
果
の
時
間
枠
・
労
働
等
に
関
す
る
諸
規
定
・
任
期
な
ど
制
度
的
期
限
・
時
間
経
過
の
法
的
効
果
・

そ
の
他
、
以
上
に
細
分
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
前
半
の
最
後
で
述
べ
ら
れ
て
い
た
三
層
か
ら
な
る
人
間
に
と
っ
て
の
時
間
の
中
の

人
間
的
時
間
に
関
す
る
既
述
に
該
当
し
て
い
る
。

　
（
五
）
ま
ず
「
人
間
的
時
間
の
諸
相
・
瞥
見
」
に
つ
い
て
の
最
初
の
「
人
間
的
進
化
の
特
性
」
で
あ
る
。
言
語
と
技
術
を
得
る
ま
で

の
人
間
は
物
理
的
・
生
物
的
時
空
の
中
の
存
在
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
文
化
的
進
化
を
開
始
し
、
特
に
言
語
を
中
心
と
す
る
情
報
を

通
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
異
常
な
速
さ
で
進
み
」、
時
間
的
速
さ
と
変
化
の
多
様
性
の
点
で
は
自
然
進
化
を
遥
か
に
凌
ぐ
進
化
の
要
因

と
な
っ
て
お
り
、
人
間
の
文
化
と
存
在
様
式
の
独
自
性
を
示
す
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
て
、
法
文
化
も
そ
の
中
の
重
要
な
構
成
要
素
で
あ

（
19 
）
る
と
い
う
。

　

次
に
「『
歴
史
』
と
い
う
人
間
的
時
間
」
で
あ
る
。
歴
史
は
い
わ
ゆ
る
自
然
史
で
は
な
く
自
然
誌
で
あ
り
、
何
ら
か
の
価
値
追
求
の

目
的
的
・
創
造
的
作
業
の
結
果
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
常
に
上
昇
や
進
歩
を
記
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
時
に
は
下
降
（
堕
落
）

し
た
り
退
行
も
す
る
。
法
の
歴
史
も
同
様
で
あ
る
が
全
体
と
し
て
は
大
き
な
進
歩
を
遂
げ
て
き
て
い
る
と
い
え（
20 
）
る
。

　

続
い
て
「
実
在
的
時
間
と
日
常
的
時
間
」
に
言
及
し
、
法
は
後
者
に
関
わ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
実
在
的
時
間
は
人
間
特
有
の
在

り
方
（
例
え
ば
老
病
死
苦
へ
の
悩
み
な
ど
が
発
生
す
る
）
に
関
す
る
重
要
な
時
間
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
た
め
に
は
人
間
と
し
て
の
根
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源
的
思
惟
を
必
要
と
す
る
の
で
、
そ
の
解
決
に
は
法
は
役
に
立
た
な
い
。
一
方
、
日
常
的
時
間
で
は
利
便
や
快
楽
な
ど
が
追
及
さ
れ
、

そ
れ
が
人
々
の
当
面
の
目
標
と
な
り
、
利
己
的
な
欲
求
が
渦
巻
き
、
そ
の
衝
突
か
ら
人
間
性
の
負
の
側
面
が
跳
梁
し
、
堕
落
や
混
迷
に

至
り
や
す
く
な
る
が
、
当
該
場
面
で
法
が
存
在
意
義
を
発
揮
す
る
時
間
帯
が
生
じ
、
衡
平
回
復
効
果
や
免
疫
シ
ス
テ
ム
機
能
を
発
揮
で

き
る
（
ル
ー
マ
ン
）
の
で
あ（
21 
）
る
。

　

ま
た
「『
生
き
ら
れ
る
時
間
』
の
短
さ
」
に
つ
い
て
、
人
間
は
生
き
ら
れ
る
時
間
の
短
さ
を
自
覚
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
先
述
の
実

在
的
時
間
と
日
常
的
時
間
の
双
方
に
お
け
る
死
を
有
し
て
い
る
と
い
う
。
前
者
に
お
け
る
死
と
は
、
ま
さ
に
実
在
的
な
絶
望
と
不
安
を

引
き
起
こ
す
文
字
通
り
の
永
別
で
あ
り
、
後
者
に
お
け
る
死
と
は
、
死
別
に
伴
う
も
ろ
も
ろ
の
事
項
（
遺
体
処
理
か
ら
相
続
な
ど
の
社
会

的
事
後
処
理
）
が
不
可
避
的
に
付
随
し
て
い
る
。
こ
の
場
面
で
も
法
が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
日
常
的
時
間
―
生

き
ら
れ
る
時
間
―
の
中
で
は
、
人
間
は
様
々
な
紛
争
や
事
件
に
関
係
し
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
も
人
間
特
有
の
法
シ
ス
テ
ム
を
呼
び
出

す
こ
と
に
な
る
の
で
あ（
22 
）
る
。

　

ま
た
「
時
間
の
構
造
と
人
間
生
活
」
に
つ
い
て
、
人
生
や
社
会
の
基
本
を
第
一
に
、
過
去
が
永
久
に
後
戻
り
で
き
な
い
世
界
で
あ
る

こ
と
、
第
二
に
、
現
在
は
過
去
に
規
定
さ
れ
る
が
、
行
動
決
定
は
相
当
程
度
に
自
由
で
あ
る
、
第
三
に
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
時
間

構
造
と
「
時
間
の
矢
」
の
動
き
は
人
間
感
覚
で
は
一
つ
の
連
続
的
な
「
流
れ
」
と
感
じ
ら
れ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ（
23 
）
る
。

　

さ
ら
に
「『
人
造
』
の
時
間
的
尺
度
―
暦
・
時
間
表
」
と
い
う
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。
人
類
は
生
活
を
有
意
義
か
つ
円
滑
に
す
る
た

め
に
自
然
の
リ
ズ
ム
（
昼
夜
・
四
季
・
年
な
ど
）
を
文
化
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
一
種
の
時
間
表
を
作
り
出
す
と
言
う
、
人
間
独
自

の
文
化
的
作
業
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
暦
は
呪
術
や
宗
教
的
儀
式
と
深
く
関
わ
っ
て
き
た
側
面
を
有
す
る
が
、
太
陽
暦
が
示
し
て
い

る
様
に
自
然
現
象
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
年
月
日
に
種
々
の
意
味
付
け
を
行
い
な
が
ら
、「
社
会
制
度
の
重
要
な
一
環
を
成
し
て
い
る

の
で
あ
る
」。
そ
し
て
「
法
に
お
け
る
時
間
は
、
そ
の
代
表
的
事
例
で
あ
る
。」
と
い（
24 
）

う
。
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（
六
）
そ
こ
で
「
法
に
お
け
る
時
間
」
で
ヴ
ィ
ン
グ
ラ
ー
の
言
を
取
り
上
げ
る
。
つ
ま
り
、「
人
間
は
時
間
の
中
に
生
れ
、
時
間
の
中

で
生
活
し
、
時
間
を
感
得
し
、
時
間
を
計
測
す
る
。
人
間
は
時
間
を
基
準
と
し
て
、
計
算
し
・
勘
定
し
、
計
測
し
・
秤
量
し
、
見
積
り

し
・
評
価
す
る
」。
加
え
て
時
間
は
「
全
て
の
法
の
本
質
的
要
素
で
あ
る
」
の
で
「
法
の
実
務
上
の
執
行
に
と
っ
て
も
、
法
の
解
釈
学

お
よ
び
理
論
上
の
把
握
に
と
っ
て
も
、
一
つ
の
基
準
と
し
て
働
く
。」
と
し
て
い（
25 
）
る
。
し
か
し
ヴ
ィ
ン
グ
ラ
ー
は
、
人
間
の
日
常
生
活

に
お
い
て
は
「
時
間
の
本
質
」
に
つ
い
て
の
知
見
は
必
要
な
い
が
、
時
間
を
離
れ
て
は
法
現
象
は
成
り
立
た
な
い
と
い（
26 
）
う
。
こ
の
段
階

で
は
、
結
局
ヴ
ィ
ン
グ
ラ
ー
の
問
題
意
識
に
つ
い
て
だ
け
は
、
筆
者
の
問
題
意
識
と
大
差
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

法
と
時
間
に
関
し
て
、
小
林
は
ヴ
ィ
ン
グ
ラ
ー
の
紹
介
の
あ
と
、
日
本
の
法
令
を
基
に
し
て
、
日
常
生
活
に
お
け
る
法
の
、
時
間
的

制
約
や
関
連
に
つ
い
て
の
典
型
例
を
要
約
的
に
俯
瞰
す
る
。
そ
れ
は
、（
ａ
）「
法
の
効
力
に
関
す
る
時
間
」、（
ｂ
）「
法
的
行
為
・
法

律
効
果
の
時
間
枠
」、（
ｃ
）「
労
働
・
勤
労
・
休
暇
等
に
関
す
る
諸
規
定
」、（
ｄ
）「
任
期
・
会
期
そ
の
他
の
制
度
的
期
限
」、（
ｅ
）

「
時
間
経
過
の
法
的
効
果
―
特
に
時
効
制
―
」、
そ
し
て
最
後
に
（
ｆ
）
そ
の
他
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

　
（
ａ
）「
法
の
効
力
に
関
す
る
時
間
」
に
つ
い
て
、
実
定
法
の
成
立
・
改
廃
な
ど
の
一
連
の
過
程
を
取
り
上
げ
、
さ
ら
に
法
律
用
語

（
越
え
る
、
以
上
、
未
満
な
ど
）
の
時
間
に
関
係
す
る
意
味
に
も
言
及
し
な
が
ら
、
手
続
及
び
用
語
を
も
っ
て
時
間
と
の
関
係
（
拘
束
性
・

被
拘
束
性
）
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い（
27 
）
る
。

　
（
ｂ
）「
法
的
行
為
・
法
律
効
果
の
時
間
枠
」
で
は
、
前
述
の
内
容
が
法
の
形
式
面
に
お
け
る
時
間
と
の
関
係
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

こ
の
項
目
で
は
人
間
の
生
活
に
関
係
す
る
点
を
あ
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
人
々
の
行
動
は
、
他
者
と
の
社
会
生
活
を
前
提
と
す
れ
ば
、
明

確
な
時
間
枠
の
中
で
営
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば
紛
争
の
解
決
に
し
て
も
、
法
的
に
有
意
味
な
過
程
等
の
開
始
・
変
動
・
終
了
が
明
確
で

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
法
的
行
為
の
時
間
枠
は
格
段
に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い（
28 
）
る
。

　
（
ｃ
）「
労
働
・
勤
労
・
休
暇
等
に
関
す
る
諸
規
定
」
で
は
、
社
会
生
活
あ
る
い
は
人
間
生
活
の
中
で
特
に
重
要
な
側
面
で
あ
る
労
働
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と
休
暇
と
を
取
り
上
げ
る
。「
人
間
の
生
理
的
能
力
を
無
視
し
た
過
剰
労
働
が
、
国
の
労
働
力
を
磨
滅
さ
せ
、
健
全
な
経
済
秩
序
の
崩

壊
に
導
く
と
い
う
、
経
験
と
反
省
に
基
づ
く
現
実
的
な
政
策
」
か
ら
出
た
と
し
て
も
、
ま
た
文
明
諸
国
で
は
一
般
に
労
働
者
保
護
―
国

の
政
策
上
は
労
働
力
保
全
―
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
労
働
時
間
―
休
暇
―
に
関
す
る
法
的
な
規
律
は
「
人
間
に
ふ
さ
わ
し
い
」
と
評

し
て
い
る
。
そ
し
て
総
合
的
に
見
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
時
間
的
規
律
は
、「
国
民
の
日
常
生
活
の
整
序
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

る
。」
と
評
価
し
て
い（
29 
）
る
。

　
（
ｄ
）「
任
期
・
会
期
そ
の
他
の
制
度
的
期
限
」
に
お
い
て
は
、
国
家
を
始
め
と
す
る
組
織
、
つ
ま
り
制
度
に
関
し
て
時
間
と
の
関
わ

り
を
指
摘
し
て
い
る
。
諸
制
度
を
健
全
に
運
用
す
る
た
め
に
は
任
期
が
定
め
ら
れ
て
お
り
（
任
期
制
・
定
年
制
）、
そ
れ
は
ま
た
「
公
正

さ
や
流
動
性
を
確
保
す
る
必
要
か
ら
生
じ
た
、
極
め
て
人
間
的
な
制
度
で
あ
る
」。
加
え
て
、
株
主
の
定
期
総
会
な
ど
定
例
（
毎
年
一

回
）、
財
務
状
況
の
報
告
義
務
（
少
な
く
と
も
毎
年
一
回
）
な
ど
、
一
年
と
い
う
サ
イ
ク
ル
内
の
行
事
の
義
務
づ
け
が
「
法
秩
序
の
一
環

を
成
し
て
い
る
。」
と
指
摘
し
て
い（
30 
）
る
。

　
（
ｅ
）「
時
間
経
過
の
法
的
効
果
―
特
に
時
効
制
―
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
内
容
を
前
提
と
し
て
、
さ
ら
に
法
の
特
質
を

一
層
明
示
し
て
い
る
の
は
時
効
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
制
度
は
、「
長
期
に
わ
た
る
事
実
状
態
を
重
視
し
、
事
実
の
法
関
係
に
『
目
を

つ
む
り
』、
正
義
や
道
徳
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
認
め
が
た
い
状
態
を
も
法
的
に
承
認
す
る
と
い
う
点
で
、
時
間
経
過
に
伴
う
『
現
状
』

へ
の
妥
協
を
意
味
す
る
」。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
よ
う
な
事
態
を
承
認
す
る
に
は
、「
や
む
な
い
事
情
」
や
「
法
的
安
定
性
へ
の
配
慮
」
が

重
要
と
言
う
法
特
有
の
要
請
が
あ
る
と
云
い
、
単
な
る
自
然
的
時
間
の
経
過
で
は
な
く
、「
法
実
現
の
条
件
や
目
的
性
が
不
可
分
に
絡

ん
で
い
る
」
こ
と
に
は
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
言（
31 
）
う
。

　
（
ｆ
）
最
後
に
そ
の
他
と
し
て
、
ル
ー
マ
ン
の
時
間
論
に
言
及
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
法
が
取
り
組
む
現
実
問
題
は
、『
今
』
か
ら

見
て
つ
ね
に
未
来
に
生
ず
る
も
の
だ
か
ら
、
法
規
範
も
『
未
来
を
先
取
り
』
す
る
『
予
期
』
に
よ
っ
て
、『
未
来
の
出
来
ご
と
』
に
対
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処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
の
で
「
未
来
に
生
ず
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
法
の
中
心
的
な
関
心
事
と
な
る
。」
と
い
う
ル
ー
マ
ン
の
言

葉
を
引
用
し
て
い（
32 
）

る
。
た
だ
こ
れ
を
見
る
限
り
筆
者
の
感
で
は
、
法
の
取
り
組
む
現
実
問
題
は
、
過
去
に
発
生
し
た
問
題
で
あ
る
こ
と

が
多
く
、
未
来
に
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
の
言
及
は
、
法
規
範
の
作
成
・
成
立
の
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
様

に
思
わ
れ
る
。
ま
た
ル
ー
マ
ン
の
見
解
の
も
う
一
つ
の
重
要
な
も
の
と
し
て
、
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
理
解
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
法
を

「
時
間
化
さ
れ
た
複
合
性
を
有
す
る
シ
ス
テ
ム
の
一
つ
」
と
い
う
。
つ
ま
り
、
法
シ
ス
テ
ム
自
体
が
、
安
定
性
を
保
つ
た
め
に
諸
要
素

の
不
断
の
更
新
＝
継
続
的
な
再
生
産
を
必
要
と
し
、
そ
の
再
生
産
の
動
態
性
に
お
い
て
も
「
時
間
内
存
在
で
あ
る
」
と
い
い
、
そ
こ
か

ら
過
去
に
規
定
さ
れ
る
未
来
と
云
う
一
方
的
な
「
時
間
の
矢
」
で
は
な
く
、
未
来
か
ら
の
可
能
性
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
現
在
（
過
去
）

と
い
う
時
間
観
念
に
つ
い
て
述
べ
て
い（
33 
）
る
。

　
（
七
）
以
上
が
、
小
林
の
研
究
の
非
常
に
雑
駁
な
纏
め
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
一
貫
し
て
い
る
の
は
、
考
察
の
基
準
が
「
人
間
」
と
い

う
点
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
が
、
分
か
り
に
く
さ
の
原
因
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま

で
の
参
考
文
献
等
か
ら
、
小
林
は
極
め
て
哲
学
的
な
、
あ
る
い
は
時
間
自
体
を
研
究
し
て
い
る
様
な
、
ま
た
ル
ー
マ
ン
の
様
な
理
論
を

渉
猟
し
な
が
ら
高
度
な
検
討
を
加
え
て
い
る
が
、
視
点
が
「
人
間
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
ら
か
の
評
価
を
行
う
場
合
に
は
、
日

常
生
活
あ
る
い
は
日
常
感
覚
―
法
制
定
作
業
が
携
わ
っ
て
い
る
場
合
に
も
予
期
に
よ
る
可
能
性
の
導
入
と
そ
れ
に
よ
る
未
来
の
可
能
性

の
設
定
と
い
う
か
た
ち
で
現
実
の
日
常
の
経
験
と
し
て
自
覚
し
得
る
―
に
拠
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
法
社
会
学
に
依
拠
し
た
千

葉
の
研
究
と
重
複
す
る
と
も
考
え
ら
れ
、
こ
の
点
が
論
述
の
幅
を
広
げ
て
い
る
と
と
も
に
振
り
幅
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と

感
じ
ら
れ
る
原
因
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
評
価
は
筆
者
が
未
だ
浅
学
故
の
も
の
で
あ
る
点
で
ご
寛
恕
願
い
た
い
。
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
、
小
林
と
千
葉
の
研
究

の
共
通
点
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
文
化
と
い
う
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
両
者
と
も
時
間
と
法
に
関
す
る
普
遍
的
な
事
項
を
求

東洋法学　第59巻第 2号（2016年 1 月）
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（
1
）　

小
林
直
樹
（
こ
ば
や
し　

な
お
き
）。
一
九
二
一
年
十
月
三
日
生
ま
れ
。
一
九
四
二
年
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
哲
学
科
入
学
、
法
学
部
に
転
じ
、

一
九
四
六
年
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
卒
、
一
九
五
一
年
に
東
京
大
学
大
学
院
特
別
研
究
生
終
了
後
、
同
大
学
教
養
学
部
講
師
、
一
九
五
九
年
同
大
学
法
学

部
助
教
授
（
宮
澤
俊
義
の
後
任
と
し
て
憲
法
担
当
）、
教
授
（
一
九
六
一
年
）
を
経
て
、『
憲
法
の
構
成
原
理
』
に
て
法
学
博
士
（
一
九
六
二
年
東
京
大

学
）、
専
修
大
学
法
学
部
教
授
（
一
九
八
二
年
～
一
九
九
二
年
）、
北
海
学
園
大
学
法
学
部
・
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授
（
一
九
九
二
年
～
一
九
九
六
年
）。

二
〇
〇
六
年
に
総
合
人
間
学
会
設
立
（
会
長
）。

（
2
）　

小
林
直
樹
「
法
の
人
間
学
的
考
察
（
Ⅳ
）」
財
団
法
人
法
学
協
会
『
法
学
協
会
雑
誌
』（
有
斐
閣
）
第
一
一
八
巻
、
六
四
九
頁
。

（
3
）　

小
林
、
同
論
文
、
六
五
一
頁
。

（
4
）　

小
林
、
同
論
文
、
六
五
二
頁
。
小
林
は
同
論
文
の
六
五
一
～
六
五
二
頁
に
か
け
て
、
千
葉
の
四
部
作
の
内
容
紹
介
を
簡
潔
に
行
な
っ
て
い
る
。

（
5
）　

小
林
、
同
論
文
、
六
四
五
～
六
七
五
頁
。

（
6
）　

小
林
、
同
論
文
、
六
四
六
頁
。

（
7
）　

こ
こ
で
は
、「
時
間
は
流
れ
た
り
映
っ
た
り
す
る
何
か
だ
ろ
う
か
」、「
時
間
を
価
値
あ
る
“
実
体
”
の
よ
う
に
見
な
し
た
り
も
す
る
が
、
時
間
と
は

そ
ん
な
実
体
的
な
も
の
な
の
か
」、「
時
間
は
無
始
・
無
終
（
す
な
わ
ち
無
限
）
か
、
そ
れ
と
も
始
ま
り
と
終
わ
り
が
あ
る
の
か
」、「
時
間
は
連
続
か
非
連

め
て
、
千
葉
に
お
い
て
は
歴
史
、
実
体
な
ど
に
重
き
を
置
い
て
考
察
し
て
お
り
、
小
林
は
哲
学
的
思
惟
、
観
念
的
論
理
性
を
充
分
に
取

り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
歴
史
や
文
化
の
異
な
る
社
会
に
お
い
て
も
通
用
す
る
普
遍
化
を
目
指
し
て
い
る
と
推
察
し
得
る

が
、
そ
れ
ら
の
資
料
自
体
が
、
あ
る
も
の
は
ア
メ
リ
カ
の
、
欧
州
の
特
定
の
歴
史
、
社
会
の
実
体
及
び
学
問
的
伝
統
に
基
づ
い
て
発
生

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
当
該
資
料
自
体
が
広
義
の
文
化
の
産
物
と
も
理
解
で
き
よ
う
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
は
、
他
の
文
献
を
渉
猟
・
整
理
し
つ
つ
、
特
に
日
本
に
お
け
る
、
つ
ま
り
日
本
の
文
化
に
内
在
す
る
時
間
観
念
を
、

時
間
と
法
と
い
う
問
題
に
導
入
し
得
る
か
否
か
と
言
う
段
階
に
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ（
34 
）
る
。

時間と法に関する研究序説（三）〔齋藤　洋〕
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続
か
」、「
時
間
は
〈
過
去
―
現
在
―
未
来
〉
の
一
方
向
に
進
む
か
」、「
時
間
（
及
び
空
間
）
は
、
物
理
的
事
物
に
依
存
し
な
い
独
立
実
体
（
絶
対
的
時
空

論
）
か
、
そ
れ
と
も
事
物
か
ら
構
成
さ
れ
る
相
関
的
な
観
念
〔
す
な
わ
ち
、
時
間
は
事
象
の
継
起
の
順
序
（
空
間
は
事
物
の
位
置
関
係
）
に
外
な
ら
な
い

と
見
る
、
構
成
主
義
的
見
解
―
―
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
〕
か
」、「
時
間
の
観
念
は
先
験
的
な
も
の
か
、
或
い
は
事
象
の
継
起
に
つ
い
て
の
経
験
的
な
も
の
か
」、

「
時
間
は
人
間
に
取
っ
て
『
今
』
と
い
う
瞬
間
し
か
存
在
し
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
『
現い

在ま

』
は
分
割
不
能
の
持
続
な
の
か
」、
と
い
う
問
題
を
提
示
し
て

い
る
。
小
林
、
同
書
、
六
四
六
～
六
四
七
頁
。

（
8
）　

小
林
、
同
書
、
六
四
八
頁
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
①
時
間
は
運
動
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
運
動
な
し
に
は
あ
り
え
な
い
、
②
時
間
は
運
動
じ
た
い

で
は
な
い
か
ら
、
運
動
の
な
に
か
で
あ
る
、
③
時
間
の
認
知
や
時
の
経
過
は
、
わ
れ
わ
れ
が
運
動
に
お
け
る
前
と
後
の
知
覚
を
持
つ
こ
と
に
よ
る
、
と
い

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（
同
書
、
六
四
七
～
六
四
八
頁
）。

（
9
）　

小
林
、
同
書
、
六
四
八
頁
。
こ
の
定
義
は
、
科
学
で
用
い
ら
れ
得
る
常
識
的
な
定
義
で
あ
り
、
ズ
ワ
ル
ト
自
身
も
、
時
間
に
関
す
る
詳
細
な
検
討
を

行
い
な
が
ら
、
観
念
論
的
及
び
実
在
論
的
見
方
を
と
も
に
支
持
し
難
い
と
し
て
、
い
わ
ば
相
関
的
観
点
―
意
識
と
事
象
、
観
察
者
と
出
来
事
の
双
方
の
関

連
に
お
い
て
時
間
を
捉
え
る
立
場
―
に
依
拠
し
て
、
本
文
で
示
し
た
定
義
に
至
っ
た
（
同
書
、
六
四
八
～
六
四
九
頁
）。

（
10
）　

小
林
、
同
書
、
六
四
八
頁
。

（
11
）　

小
林
、
同
書
、
同
頁
。

（
12
）　

小
林
、
同
書
、
六
五
二
頁
。

（
13
）　

小
林
、
同
書
、
六
五
三
頁
。

（
14
）　

小
林
、
同
書
、
同
頁
。

（
15
）　

こ
の
三
段
階
に
つ
い
て
は
、
小
林
「
人
間
学
ノ
ー
ト
」（
第
二
章
八
）
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）　

た
だ
し
、
注
釈
に
お
い
て
特
殊
相
対
性
理
論
や
一
般
相
対
性
理
論
に
も
言
及
し
、
本
文
で
述
べ
て
い
る
よ
う
な
単
純
な
一
方
向
へ
の
進
行
だ
け
で
は

な
く
、「
時
空
」
の
よ
う
に
時
間
と
空
間
を
統
一
し
て
捉
え
た
り
、
真
空
の
「
ゆ
ら
ぎ
」
や
極
超
微
視
の
世
界
に
お
け
る
予
測
不
可
能
性
（
因
果
律
の
不

適
用
）、
あ
る
い
は
、
い
わ
ば
「
神
の
目
」
か
ら
見
れ
ば
、
時
間
は
一
方
向
に
進
行
す
る
も
の
で
は
な
く
過
去
・
現
在
・
未
来
が
混
然
一
体
と
な
っ
て
い

る
の
で
他
の
流
れ
も
あ
り
得
る
が
、
人
間
自
体
の
理
解
力
と
い
う
限
界
に
よ
っ
て
諸
現
象
を
因
果
律
で
解
釈
し
た
方
が
分
か
り
易
く
、
そ
の
た
め
時
間
を
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過
去
か
ら
未
来
に
向
か
っ
て
流
れ
る
と
み
て
い
る
だ
け
で
あ
る
と
い
う
、
松
田
卓
也
『
こ
れ
か
ら
の
宇
宙
論
』（
一
九
八
七
年
）
等
々
も
取
り
上
げ
て
い

る
。
小
林
、
同
書
、
六
五
四
～
六
五
五
頁
。

（
17
）　

さ
ら
に
、
す
べ
て
の
生
物
が
死
の
終
局
を
免
れ
な
い
こ
と
も
、
こ
の
時
間
性
に
加
え
ら
れ
る
運
命
的
な
出
来
事
で
あ
る
と
い
う
。
小
林
は
こ
の
生
物

学
的
な
時
間
性
に
関
し
て
、
富
岡
憲
治
『
時
間
を
知
る
生
物
』（
一
九
九
六
年
）
や
井
深
信
男
『
行
動
の
時
間
生
物
学
』（
一
九
九
〇
年
）
を
引
用
し
て
述

べ
て
い
る
。
小
林
、
同
書
、
六
五
五
～
六
五
七
頁
。

（
18
）　

小
林
、
同
書
、
六
五
八
頁
。
人
間
は
他
の
生
物
と
は
異
な
り
、
時
空
や
生
前
、
死
後
の
こ
と
な
ど
に
思
い
を
巡
ら
せ
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
に
詩
情

を
感
じ
た
り
、
特
定
日
に
行
事
を
行
っ
た
り
な
ど
全
て
人
間
だ
け
の
時
間
感
性
の
現
れ
で
あ
り
、
法
律
上
の
期
間
と
か
期
限
な
ど
も
人
間
独
自
の
時
間
様

相
の
一
つ
の
代
表
的
事
例
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
同
書
、
同
頁
）。

（
19
）　

小
林
、
同
書
、
六
五
八
～
六
五
九
頁
。
そ
こ
で
は
、
文
化
情
報
の
伝
達
単
位
を
文
化
子
（m

em
e

・
ミ
ー
ム
）
あ
る
い
は
文
化
素
（culturgen

）
な

ど
と
呼
ん
で
お
り
、
こ
の
文
化
子
に
よ
る
進
化
を
遂
げ
て
き
た
と
い
う
。

（
20
）　

小
林
、
同
書
、
六
五
九
頁
。

（
21
）　

小
林
、
同
書
、
六
五
九
～
六
六
〇
頁
。

（
22
）　

小
林
、
同
書
、
六
六
〇
～
六
六
一
頁
。

（
23
）　

こ
こ
で
大
森
荘
蔵
『
時
間
と
自
我
』（
一
九
九
二
年
）
に
お
け
る
時
間
は
「
移
り
行
く
」「
流
れ
る
」
も
の
で
は
な
い
と
言
う
見
解
に
哲
学
的
な
も
の

と
い
う
評
価
を
与
え
な
が
ら
も
、
現
実
感
覚
を
重
視
し
て
い
る
（
六
六
一
～
六
六
二
頁
）。
こ
の
様
に
、
小
林
の
研
究
は
千
葉
と
異
な
っ
て
、
哲
学
的
思

惟
に
純
化
し
て
い
る
か
の
様
に
思
え
る
が
、
所
々
に
、
現
実
の
人
間
生
活
に
依
拠
し
て
判
断
す
る
こ
と
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
う
な
る
と
、
千
葉
の
法
社
会

学
的
な
研
究
に
重
複
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。

（
24
）　

小
林
、
同
書
、
六
六
二
頁
。

（
25
）　

小
林
、
同
書
、
六
六
四
頁
。

（
26
）　

小
林
は
、
そ
の
後
、
ヴ
ィ
ン
グ
ラ
ー
の
研
究
書
に
関
す
る
、
要
約
を
二
頁
余
り
に
わ
た
っ
て
叙
述
し
て
い
る
（
同
書
、
六
六
五
～
六
六
七
頁
）。
こ

の
ヴ
ィ
ン
グ
ラ
ー
に
よ
る
時
間
研
究
は
、
千
葉
も
取
り
上
げ
、
言
及
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
批
判
を
含
む
見
解
に
つ
い
て
は
、
次
を
参
照
の
こ
と
。
拙
稿

時間と法に関する研究序説（三）〔齋藤　洋〕
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「
時
間
と
法
に
関
す
る
研
究
序
説
（
一
）
―
邦
語
文
献
の
整
理
と
課
題
（
一
）
―
」『
東
洋
法
学
』
第
五
十
七
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
一
月
）
七
～
九
頁

参
照
。

（
27
）　

小
林
、
同
書
、
六
六
七
頁
。

（
28
）　

小
林
、
同
書
、
六
六
八
頁
。
さ
ら
に
法
律
は
そ
の
前
提
要
件
と
し
て
、
行
為
主
体
の
行
為
能
力
の
有
無
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
、
結
局
そ
れ
ら
は
み

な
時
間
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
（
同
頁
）。

（
29
）　

小
林
、
同
書
、
六
六
八
～
六
六
九
頁
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
時
間
枠
は
一
つ
の
国
の
中
で
一
律
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
私
企
業
と
は
異
な
る
勤
務
条

件
を
必
要
と
す
る
公
務
員
や
、
特
別
な
勤
務
形
態
を
と
る
裁
判
所
・
学
校
（
小
学
校
～
大
学
な
ど
）
で
は
、
夫
々
に
適
合
す
る
様
な
勤
務
日
（
勤
務
時

間
）・
休
暇
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
例
と
し
て
い
る
（
同
頁
）。

（
30
）　

小
林
、
同
書
、
六
六
九
頁
。

（
31
）　

小
林
、
同
書
、
六
六
九
～
六
七
〇
頁
。

（
32
）　

小
林
、
同
書
、
六
七
〇
頁
。

（
33
）　

小
林
、
同
書
、
六
七
〇
～
六
七
一
頁
。
小
林
に
よ
れ
ば
、
千
葉
は
こ
の
ル
ー
マ
ン
の
見
解
（『
社
会
大
系
』）
を
雄
大
で
明
快
で
あ
る
と
し
て
高
く
評

価
し
て
い
る
が
、
そ
の
評
価
と
同
じ
く
ら
い
に
不
明
確
で
理
解
し
が
た
い
点
も
多
い
と
言
う
。
誤
解
を
恐
れ
ず
極
め
て
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
、
第
一
に

ル
ー
マ
ン
は
「
時
間
が
何
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
未
決
定
の
ま
ま
に
し
て
お
き
た
い
」
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
し
て
い
る
点
で
時
間
概
念
の
輪
郭
が
明

確
に
な
っ
て
い
な
い
。
第
二
に
時
間
の
可
逆
性
・
不
可
逆
性
に
つ
い
て
物
理
＝
数
学
上
の
可
逆
性
と
現
実
世
界
の
不
可
逆
性
と
を
区
別
し
て
い
な
い
点
で

各
別
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
第
三
に
ル
ー
マ
ン
の
見
解
は
非
常
に
高
度
な
も
の
で
は
あ
る
が
文
章
表
現
自
体
が
極
め
て
難
解
で
、
ル
ー
マ
ン
自
身

に
直
接
会
っ
て
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
箇
所
が
多
く
、
言
葉
の
主
旨
が
理
解
し
が
た
い
場
合
が
多
々
あ
る
。
第
四
に
「
構
造
と
時
間
」
と
い
う
記
述
部
分
で

は
、
そ
の
題
名
に
も
か
か
わ
ら
ず
オ
ー
ト
ポ
イ
エ
シ
ス
理
論
に
基
づ
く
シ
ス
テ
ム
関
連
の
事
項
に
長
文
を
割
き
、
時
間
の
考
察
が
少
な
い
。
こ
れ
ら
に
よ

り
「
ル
ー
マ
ン
の
時
間
論
は
、
そ
れ
自
体
が
不
透
明
で
説
明
不
十
分
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
本
格
的
な
再
検
討
と
再
構
成
を
必
要
と
す
る
と
思
わ
れ
る
」
と

評
し
て
い
る
（
同
書
、
六
七
一
～
六
七
四
頁
）。

　
　

ま
た
小
林
は
ル
ー
マ
ン
の
『
法
社
会
学
』
に
お
け
る
時
間
論
に
も
言
及
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
法
規
は
、
複
雑
で
不
確
定
な
社
会
に
生
ず
る
問
題
を
解
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決
す
る
た
め
の
予
期
構
造
―
軽
減
機
能
を
含
む
―
で
あ
る
。
同
時
に
従
来
は
未
来
は
過
去
・
現
在
の
結
果
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き
た
が
、
歴
史
の
進
展
に

と
も
な
っ
て
時
間
観
念
に
も
変
化
が
生
じ
、
未
来
の
可
能
性
は
現
在
の
「
体
験
加
工
構
造
」
に
依
存
し
て
い
る
。
ま
た
未
来
を
考
え
る
こ
と
自
体
か
ら
現

在
に
対
し
て
可
能
性
が
提
供
さ
れ
る
の
で
、
現
在
と
未
来
と
繋
ぐ
の
は
一
律
で
は
な
く
様
々
な
可
能
性
の
選
択
と
し
て
現
わ
れ
る
と
言
う
（
同
書
、

六
七
四
～
六
七
五
頁
）。
こ
れ
を
筆
者
の
拙
い
考
察
に
基
づ
け
ば
、
こ
れ
ま
で
は
過
去
・
現
在
・
未
来
と
い
う
流
れ
は
同
一
の
重
き
を
置
か
れ
た
「
時
間

の
矢
」
と
し
て
日
常
生
活
に
お
い
て
把
握
さ
れ
て
き
た
が
、
人
間
が
未
来
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
想
像
さ
れ
る
諸
事
項
を
現
在
の
選
択
肢
の

中
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
様
な
現
在
（
過
去
）
に
未
来
が
拘
束
さ
れ
る
と
言
う
時
間
観
念
で
は
な
く
、
未
来
に
現
在
は
拘
束
さ
れ
る

と
で
も
表
現
し
得
る
時
間
関
係
が
発
生
す
る
と
理
解
で
き
よ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
未
来
を
予
期
す
る
こ
と
で
多
様
な
要
素
を
未
来
か
ら
受
領
す
る
法
規

範
も
こ
の
よ
う
な
時
間
観
念
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
得
る
と
も
云
え
よ
う
。

（
34
）　

も
ち
ろ
ん
筆
者
は
民
俗
学
者
等
で
な
い
の
で
、
高
度
で
十
分
な
研
究
に
着
手
し
得
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
の
整
理
を
通
し
て
、
暦
等
へ
の

言
及
は
あ
っ
た
が
、
例
え
ば
能
楽
に
お
け
る
時
間
観
念
な
ど
へ
の
言
及
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
千
葉
の
小
林
も
人
間
の
営
む
生
活
を
視
点
と
す

る
な
ら
ば
、
能
楽
、
華
道
、
茶
道
、
あ
る
い
は
武
道
（
古
武
道
）
な
ど
の
歴
史
的
・
文
化
的
な
事
項
に
内
在
す
る
時
間
観
念
を
抽
出
し
て
、
そ
れ
を
当
該

研
究
に
用
い
る
こ
と
も
、
学
術
的
に
は
意
味
を
有
す
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

―
―　

さ
い
と
う　

ひ
ろ
し
・
法
学
部
教
授
―
―
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